







藤 本 有 美
0. 序
Pali Vinayaには， ttgame juりhe「来るべきヅU砂aーに」という句が， 雨期の
定住生活(Pa. vassa-, Skt. var�a-, 「安居」或い は「雨安居」） 2に入る時 (Vin
I 138), 及びその終了の儀式である 「自恣」 (Pa. pavttra乃tt-, Skt. p ravttraりtt- )
を行う時（同p.176) に関して用いられ ている（詳しくは2.3.1⑨⑩)。 しか し，
Pali -English DictionaryとPali Tipi!aka Concordanceにju叫加の 項 目 は
ない。前者はjuりha-(£.) の項目のもとにmoonlight, a moonlight night, the 
bright fortnight of the month (opp. kttlapak kha)の意味を挙げ，後者はjuりha ­
の項にmoonlightの語義を提示している。 Buddhaghosa は， Vin I 138に関し
てttgame juりhe'ti ttgame m巫e'tiadh ip pa yo「『ttgame juりhe』とは， 来るべ
き月に，という意図である 」と， 注釈している (Sp V 1 068)。この句を， RHYS
DA vrns-OLDENBERGはon the next full-moon day (Vinaya Text I, 1882, p. 
301. p. 351), HORNERはat the next full-moon day (The Book of Discipline
IV, 1951, p. 185. p. 2 31) と訳している。このように， 従来の 見解で は， ju叫ha­
の語義，語形に不確定の 要素が残される。
Pa.ju仙姉— は， Pa. dosintt-とともにVed. jy6tsntt—に由来する語として知ら
れ ており，Pa.ju乃haーも何ら かの形でこの語に遡る。jy6tsntt-の Vrddhi派生形
加utsnaー はPa.ju仙ha—に対応する語形であるが，SrSu, GrSuでの特定の用法
に見られるものであり， 両語の 関係は考慮を要する。本稿は， Ved. jyotsnttーの
語義を確認した後に， Pali Canon, Jataka-atthav叩1:anaにおける ju叫成—,
dosintt-, ju乃ha— および0Ind. jyautsna—の用例を検討し，Pali Commentaryの






1. V ed. jy6tsna-
か6tsna — はヴェ ー ダ散文に用例が知られ，「月明かりの夜， 月夜（おそらく特
に満月の夜）」の意味である。tamisra- (£.)「闇夜 （おそらく特に新月の夜）」と
対置されている朽
Maitraya1:1 Sarphita IV 2,1: 22,16f. (brahmai:ia部分）： yaj jy6tsna_頒f[lP底頒mas
tat pitrnam caksusa p砥:yama
0 • • • • 
h「我々が月夜（満月の夜）に〔ものを〕見る時には，
その時には祖霊たちの視力によって〔ものを〕見る 。」
同じく22,14£. にはyad diva pぷ頒mas tad devanam caksusa pasyamah 
「我々が昼に〔ものを〕見る時には， その時には神々の視力によって〔ものを〕
見る」とあり， 22,19にはyat tamis燿匹mpa釦mas tan manusyanam caksusa 
加徊ma�「我々が闇夜に〔ものを〕見る時には， その時には人間たちの視力に
よって〔ものを〕見る」とある。
Taittiriya-BrahmaIJ-a II 2,9,6-7 (brahmana部分）： y巫ya sa tanur asit It⑰m 
apahata/ sa tamisrabhavat…y底ya sa tan丘r却tI tam apahata/ sa jy6tsnabhavat . 




Sayai:iaはt⑪misrtt をtamoyukttt rtttri� 「闇と結びついた夜」，jy6tsnttを
candraprak臨[rtttri�]「月が明る＜輝く夜」 と説明している。
(66)
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2. Pali Canon, Jataka-atthavan��ana における用法と
Olnd. jyautsna-
2.1. ju砂肌ya rattiya 「月明かりの夜に」
Pa.ju砂屈— の語はju叫辺ya rattiy叫「月明かりの夜に」という表現に見られる：
① Ud 39,20ff. (Commentaryは→⑱）
tena kho Pana samayena ayasmi'l sariputto ju袖肪ya rattiya navaropitehi kesehi
abbhokase nisinno hoti annataraf[l samadh初 samapa_ガitvi'l 「またその時に， 同僚
サ ー リプッタは， 月明かりの夜に， 頭髪を新しく剃り落とした〔状態〕で4, 野外に，
或る三昧に入った後に， 座っていた。」
2.2. dosinti― 
Pa. dosinかは dosina ratti 「月明かりの夜」という定型表現と， dosinがpu乃
りamasiya 「月明かりの満月の夜に」， dosinamukha叩「月明かりの夜の顔（＝満
月）」という複合語に見られる。 定型表現は， dosina― とratti-「夜」の同格併置，
dos切がpu夜iamasiya は pu夜加amtisi- 「満月の夜」との同格併置による複合語と考
えられる。 後者の Tatpuru�a 複合語にはdosinか「月夜， 月明かりの夜」の語義
が明らかである。
2.2.1. 同格併置
(a) dosina ratti 「月明かりの夜」
② DN I 47,lOff. (沙門果経）（→⑲）
rama1Jiya vata bho dosina ratti, abhirupa vata bho dosina ratti, dassaniya vata 






rama四勾ti vata bho dosintt rattiという月夜を称える句は， 沙門果経と同様
のエピソードを持つJaNo. 150 SafijivajatakaとJa No. 530 Saf!1kiccajataka 
の現在物語に，及び似た場面を持つJa No. 544 Mahanaradakassapajatakaの
過去物語に見られる(Ja I 509,6ff. には他四句もある. J a V 262,18. J a VI 221, 
8)。 さらに，蔵外文献ではあるが，Milにもよく似た場面があり， ミリンダ王の
言葉としてrama乃むti vata bho dosintt rattiとある。
③ MN I 212,31ft. (以下9回同様の文が繰り返される）（→⑲）
rama桝iya甲avuso ananda gosi ngas砕lavana甲，dosina ratti, sabbaphaliphulla sala,
dibba ma輝e gandha sampavanti. katha叩泣Pena avuso ananda bhikkhuna gos絨
gas叫lavana'f[l sobheyya「友ア ー ナンダよ，牛角沙羅園は心地よい。月明かりの夜だ。
沙羅たちは全て花開 ききっている（完全に満開である）。 天の香りが確かに（あたり
一面に）慄っている。 どんな種類の比丘によってならば， 友ア ー ナンダょ， 牛角沙
羅園は， 引き立つだろうか 。」
(b) dosina-pu乃乃amiisiya, dosina-puりりam巫桐「月明かりの満月の夜」
④ Th 306 (ab : sloka, cd : jagati, a padaに異読があるが， 省略する）（→⑳）
vippho{ito ga1:ifamulo tanhttjttlo samuhato 
so kk初asaJ?'lstiro na c'atthi kificana甲 cando yathtt dosinttPu1:1:amttsiytt 「疱
癒の根ははじけ除かれた。 渇愛の網は完全に取り除かれた。 彼 は輪廻を滅し た。 そ
して，〔彼には〕何もない， 月が月明かりの満月の 〔夜〕に 〔そうである〕 ように。」
⑤ Th 1119 (jagati) (→⑳）
susa'f[lvutatto visikhantara'f[l cara'f[l kulesu kamesu asangamanaso 
cando yatha dosinapu'l! りamasiya iti ssu ma甲citta pure niyunjasi (異読なし ）
「『よく制御された自己をもって街路の中を歩むならば5, 家々に〔つまり〕諸々 の欲
望に執着し ない思いを持つ〔その人は〕， 月明かりの満月の〔夜〕における月のよう
である』と〔いって〕， 私を， 心よ， 以前に君は引き止めた。」
問題の複合語は， ④ にはdosina0, ⑤にはdosina 0 とある。 いずれにせよ，
dosinかとpu夜zamasi―との複合語と解される。NORMANは，No. 306を韻律上
(68)
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優勢なdosina 0 に訂正すべきとしているが(Cf. Eider's Verses I, 1969, p. 179), 
認めがた い。 この語の位置するJagati のbreak は旦U旦の範囲内で自由が許
される。 時代と共に_UUの割合が多くなるが，_u_の形も愛好されていた 。
本来dosinが_U_であったと思われる。むしろText が韻律の好みの時代 変化
と共にdosina 0 _UU に変更された 可能性が強い。 Cf. OLDENBERG, Zur Ges­
chichte der Tri�!ubh, Kl. Sehr. II p. 1220. 1228. 1232. 1240 ; SMITH, Saddaniti 
IV 1151-1153 ( 特に1152: 8.3.1,02及び1153: 8.3.1,11)。 (GEIGER は，a語幹が
複合語の前肢 においてしばしば母音の短縮を起こすこ とを指摘している：
GEIGER-NORMAN, Pali Grammar, 1994, p. 25 。 Olnd. においても同様の傾向
があり，WACKERNAGELは，複合語の前肢の語末dが長音節の前でしばしば短
くなる現象を指摘している： Altindische Grammatik II-1, 1905, p. 134 。)
2.2.2. dosinamukha叩「月明かりの夜の顔（＝満月）」
⑥ J a VI 223, 12f. : J a No. 544 Mahanaradakassapajataka (g. 19, §loka, 過去
物語中の詩）（→⑫）





2.3. Pa. ju叫ha ー とOind.jyautsna-
Pa.ju砂ha ー には， 中性形が見られ， K成a- (本来「黒い」） との対比が特徴で
ある。 ju砂a-:: k 咋fa- (k 叫 la-) は文献， 文脈によって「月夜の日」 ：： 「闇夜の
日」， あるいは「望（満月）の日」：：「朔（新月）の日」の意味で用いられる。 他
方， Oind.jyautsna ー は男性名詞であり，tamisra-(m.)と対で「白半月」：：「黒
半月」としてSrSu, GrSuに用いられる。 Pa.ju叫he:: k叶e (kale)にも， 文献
の段階によっては， 同様 に「白半月に」：：「黒半月に」の用法が見られる可能性






⑦ Ja I 165, 18f.: Ja No. 17 Malutajataka (§loka) (→⑬）
kaf e vii yadi vii juりhe yada vayati maluto




⑧ Kv II 607.4ft. (Commentaryなし）
niccapuppha rukkhii hontu -Pe - niccaphalika rukkhii hontu, nicca甲呵haJtl
hotu, nicca'J?'l khemaJtl hotu nicca'J?'l subhikkhaJtl hotu, nicca甲suvatthi hot暉，
atthi adhippiiya-iddhi buddhiinam vii siivakiinam vii
「『常に花のついた樹木があれ ー 中略 ー常に実っている樹木があれ，常に月明の日が
あれ， 常に安穏があれ， 常に布施がよくあれ， 常に繁栄があれ』という意図の神通
力が悟った者たちに， 或いは，〔教えを〕聞く者たちにあるか。」
(b) ju乃ha-「望（満月）の日」：： K咋fa-「朔（新月）の日」
Pa. には， ヴェ ー ダ文献において「朔の夜 」をあらわす語am励巫:ya—に対応
する語形がない。paur'Jl}am巫z- 「満月の夜 」に対応するPa.pu夜zam巫i- は，
locativeの用例に限られる。Vin I 178ではju叫ha-::k咋fa-が明確に「望の日」：：
「朔の日」の意味で繰り返し用いられている。 この語義はVin I 138他にも あて
はまるものである：
⑨ Vin I 138,34 (→⑯）




は， 雨期の定住生活の開始時期汀こついて，Vin I 137, 27ff. に二つの時期が仏陀よ
り定められている。 一つは「ア ー サ ー ダ月 8 の満月の夜が翌日に至った時に(aparaj-
jugatiiya巫叫hiya)」つまり，ア ー サ ー ダ月の満月の翌日に，であり，もう 一つは「ア ー
(70 ) 
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サ ー ダ月の満月の夜が丸一ヶ月過ぎ去った時に (m巫agataya asaf hiya)」つまり，
ア ーサ ー ダ月の満月の夜から丸一ヶ月経った時に， である。 他方，Vin I 138,34で
は， ビンビサ ーラ王がagame ju7:he vassartz upagaccheyyurtz 「来るべき望の日に雨
期の定住生活に入ってはどうか」と提案し， これに対して仏陀は「王たちに従うこ
とを私は許可する」と告げている。
⑩ Vin I 176,lff. (→⑰） 
agame kaf e pavareyy⑰ ma…tartz 肱fartz anuvaseyyurtz…iigame juりhe pavar­
eyy⑪ ma…ta甲 pi ju枡呵i anuvaseyyurtz tehi bhikkhave bhikkhuhi sabbeh'eva 










⑪ Ja VI 221,17ft.: Ja No. 544 Mahanaradakassapajataka (g. 4, anu�tubh, 
6pada, 過去物語中の詩）（→⑪）
tam anupucchi vedeho paccekaY[l b成tha sa甲ntCiY[l
ciitumassakomud'ajja ju引ha甲vyapagata'f[l tama'f[l 
kiiy' ajja ratzyii rattzm viharemu imam utun 




Ja No. 456は"ju1:ha-jataka"「ジュンハジャ ータカ」のタイトルを持つ。 王
とバラモンの対話からなる。 g. l によりジュンハが王の名前であり， g.13 の比
喩により満月のイメ ー ジがうかがえる：
⑫（バラモン，g. 1, tri乳ubh,Ja IV 97,8ff.) (→⑳） 
SUJJOhi mayha1'[! vacanam janinda atthena ju抄'amhi idhanupatto 







これに対する王の返事には， g.2, b pada : yenasi atthena id扁nupatto「そ
れを目的として君が来ているところの」と，2. sg. pes. asiで繰り 返されている％
それ故， ju砂'amhiはju叫ha(m.sg. V oc.) + amhi (r a sの1. sg. pres.) であ
り ，「ジュンハ」は名前と考えられる。 過去物語にはJu叫zakumiira「ジュンハ王
子」， 成長しju叫如社旗「ジュンハ王」として王が登場し， 脚色され語 られてい
る。 王は闇夜の闇の中で 10 遭遇したこ と(sa叩gati-)を思い出し， バラモンの要
求通りに様々なものを与える。 最後にバラモン は言う：
（ バラモン，g. 13, abd : tr渫ubh, c: jagati, Ja IV 99, 7ff.) 
evam satam hoti samecca raja nakkhattarajariva tarakanam 
apurati k函pati yatha aha甲 taya hi me sangamo a. ガa laddho 
「よい人たちが出会うと，彼らにはこのようなことがあります。王よ。星宿の王（月）
が，星たちとの〔出会いを通じて〕，カ ー シ ーの王よ，満ちるようなものです，私が
（君の贈り物によってそうである）ように。君との出会いが，私には，今日，得られ
たのです。」
2.3.2. Olnd. jyautsna-(m.) 
ス ー トラ文献には，jyo tsna-(f.)の用例はない。そのVrddhi派生形jyautsna­
が， 男性名詞として用いられているが， も とはadj.で pak§正 m. 「半月間」の
省略と考えられ，「月夜 (jy6tsnか）に属する pak§a-(半月間）， 望（満月）に向
かう（半月間）」の意味と解される。 ス ー トラ文献に限られ， 単独で用いられる。
その対語 がtamisriか「闇夜」の派生語 (Vrddhi形）姐misraー である： m. 「闇
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Manava-Srautasutra I 6,2,4 (Agniho tra, 祭主のagnyupasthana)11 : yuvam 
etanity agn柊omiyaya jyautsna upat柑hata./aindri如'gnya tamisre'yam iha prath­
amo dhayi dh叩trbhir iti : 「『君達二人はこれらを』(MS IV 10,1: 144,14£.,...__,RV I 
93,5 etc.)と，Agni とSomaへの灯c〕 を用いて，明るい半月（白半月 ）の間は，
〔祭主 は〕〔Ahavani:ya祭火を戸崇拝する。『この者が，こ こ に，最初の者として定
め置かれた（創られた），ダートリ（創造者）たちによっ て』(MS I 5,1: 65,12£. etc. 
,..._,RV IV 7,1 etc.)と，I ndra とAgniへの灯c〕 を用いて，暗い半月（黒半月 ）の
間は，〔崇拝する〕。」
(Loe. は「白半月の間には」，「 黒半月の間には」の意味である。）
s韮khayana-Srautasutra XIII 19,6 (12 日間のdiksa潔斎をGavamayanaの為に
行う者たちについて）： te翌甲jyautsnasya pancamy吐甲prasava� 「彼らにとっ て
は，白半月の第五日に13 搾り始めがある。」
Manava-Grhyasutra I 21,1 (cudakarana) : trtiyasya varsasya bhuyisthe gate c孤．． 
幼kiirayet ./udagayane jyautsne pu仰ye nak�atre'nyatra navamyiim// : 「「（受胎
後／誕生後） 三年目の大半が過ぎた後， cuga(頭頂部を残して髪を剃り， 残した髪
を儒に結ったもの）たちを作らせるべきである。（太陽が）北行する半 年間（冬至か
ら夏至までの間）の，白半月の，月宿が清浄 である日に，第九夜（九日）を除いて。」．
(navamyiim はおそ ら< navamyii!Jか ら崩れたものであろう，次例を見よ）
同II 1,2 (San tikarma : 〔不浄の〕鎮静）：anyatra tatah Prete pitari prajvalayanto 
'gni111 jagarayeyu 々Iparva"'ji jyautsne pu包ye nak�atre'nyatra navamyiiり：「 それ以
外の場合には（ 結婚式に用いた火を自らの家の火としない場合には），父が亡くなっ
た後，（何か別の？）火を燃え立たせつつ目覚めさせる（起こす）べきである，parvai:i
の日に，〔 あるいは〕白半月の，月宿が清浄 な日に， 第九夜 （ 日） を除いて。」
Gobhila-Grhyasutra II 8,1: jananad yas t7:tzyo jyautsnas tasya t仇向呵pratalj
sぷira$kam kumのram apl巫vyastamite vzte lohitimny anjalikrtah pitopatisthate : 
.. 
「誕生後三番目の白半月 ，その三夜（ 三日） 目 に，早朝，頭ごと童子を入浴させて，
日没後，夕焼けが去った後， 両掌の端を合わせて，父 は〔月 を〕拝む。」：（ほぼ同
じ内容がDrahyayaga-Grhyasutra II 3,1 にあるが，そ こ ではテキストにjyotsne
とあり，jyautsne に訂正すべきである。 Manava-Grhyasutraの写本にも このjyot­
sneの読みが多い。）
Gobhila-Grhyasutra II 8,6: atha ye'ta加rdhva'f(l jyautsnaりprathamoddi�{a eva 
埒u pitopati�{hate'. 傾m a筋jali甲P幻rayitvabhimukh砥candramasam 「そ して， こ
れ以降，白半月（たち）がある，その〔度毎〕に， 最初 に呈示された通りの〔時間〕
に，父親は， 合せた両掌 を水で満たし，月 に顔を向け て， 拝む。」
(73 ) 
10 
さらに，VarSrSuIII 4,1,43 にtam砕amapyati かotsnasya yad ri叩tra叩tribhi�




kheの対でSN II 206,33 = AN V 21,3 に見られる。PaliCommentaryではju乃
he:: k砂 (kale)はju叫hapakkhe-「白半月」：： kttfapakkha-「黒半月」 としば
しば説明される（→本稿3.3.1.) 。 以下の用例ではju叫he:: k叶e (kale) に，「白
半月／黒半月に」の意味と思われるが，「月夜の時（日）／闇夜の時（日） に」の
両方の可能性があり，決定できない：
⑬ Vin V 120,23ft. (→⑳）： kale apajjati no juりhe…juりhe apa_ガati no kale…
「闇夜の時／黒半月に犯す。 他方月夜の時／白半月には 〔犯さ〕ない。…」
⑭ Vin V 171,5£. (なし）： purebhatta'f[l vii pacchiibhatta'f[l vii ratti'f[l vii diva vii 
kale vii ju�he vii. 「 午前中か午後か， 夜間か日中か， 闇夜の時（日）／黒半月間か，
月夜の時（日）／白半月間か，〔である〕。」
⑮ Nidd I 18,24ff. (→⑳）： sadati…k叫e juりhe… 「『sada』（いつも） とは…闇
夜の日／黒半月に，月夜の日／白半月に，… 」
Nidd I 18,24ff.=Nidd I 346,31ff.�Nidd I 67,24ff.=Nidd I 477,3ff. 
⑯ Patis I 30,26ff. (→⑳） ： katama巫evanabhavana …kale pi巫evati ju1:,he pi
巫evati . . 「 繰り返し実践するという修養は幾つあるか。…闇夜の日にも／黒半月に
も繰り返し実践する。月夜の日／白半月にも繰り返し実践する。．． 」
⑰ Ja No.17 Malutajatakaの現在物語と過去物語： K吋a- : : jutJ,haー が， 現在物
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付記） Pk. jo叫ha-
Paia-Sadda-MahaI]-1]-avoは， Pk.jonhq— を登録し，形容詞： sukla, svetaと，
男性名詞： sukla pak�aの意味を挙げている。 形容詞としての引用例には kala­
との対比が見られる： Suriyapal]-1]-atti XIX: (ke乃呵i vaqqhai cando ? pari -
加乃i keりa hunti candassa ? /) k瓜lo va ju砂o va ke加 ’乃ubhave乃a candas­
sa ? I /24/ / 14 「 （なぜ月は増大するのか。 欠けはなぜ月に生じるのか。） 黒いか
白いかは，どんな付随する状態によって月に〔生じるのか〕」（続くg. 28までで，
励ha叩加huvimaり叩「黒いラ ー フの車」が月を覆い， 再び去るためと説明さ
れる。黒と白とは月の部分を指すと思われる）。男性名詞には，J oisakaral]-9aga 
IVを指摘している。 月の満ち欠けの説明の中に parivaddhate (parivaddhai) 
joりhe//lll//15「 〔月が〕 白半月に 16 完全に満ちる」とある。
3. Pali Commentaryにおける用法
3.1. ju砂¢
Pali Canonでju乃脳— はju叫肺ya rattiytt「月明かりの夜に」という表現に見
られた。Commentaryではそれをju叫ha-「白半月」から解釈している：
⑱ Ud-a 244,16 (① Ud 39へのCommentary)
juり肺ya rattiya ti sukkapakkharattiya「『ju1:,加ya rattiya』とは，白半月の夜に〔と
いう意味である〕。」
ju仙hii— は， Patis-a III 669及びVism320 (Ed. WARREN-KOSAMBI)に， Ud
39と同様の構文でのju乃旭ya rattiyaに見られる。他方，新たに，ju叫hか「月光，
月明かり」としての用例が現れる。 この語義は， Epic,Classic, Pura�aに見ら
れるjyotsna-「月光， 月明かり」(Pura�aには「光」も）， Pk.jo叫hii-, dosi加正
「月光， 月明かり」と対応する：




Iv-a I 90,4£.: candiyati candassa ayanti candi, tassa candiya, pabhaya 
juり加yati attho. 「『candiya』というのは， canda「月」にこれ（本文中の
jotim. 「光」を指す）があるという訳で， candi〔である〕。 そのcandiの時
に，〔つまり 〕月光が光り輝く時に， という意味である。」
Ud-a 98,18£.: na eva attano ju砂a vib加sanena virocati「決して月光は
輝きによって私に照らしかけない。」
Ud-a 354,2£.: ratti pi hi andhakaravirahita hoti ya pu夜zamaya ratti 
ju砂' ob加:sita…「夜であっても， 満月の時に月光が輝き照らす夜であれ
ば， 闇と完全に離れているから…」
3.2. dosina ー の解釈
Pali Comentaryでは， dosina — をdosa-「欠陥」から解釈している(PEDの
dosina — の項にもExplained in popular fas hion by Buddhaghosa as 
'dosapaga姐'rattiと指摘されている）：
⑲ Sv I 141 ,6f. (: ② DI 47)�Ps II 250,28£. (: ③ MI 212) : dosinii ti dosapagatii.
abb脳mahiya (Ps abbha甲mahika) dh珈o rajo riihu ti imehi upakkilesehi
virahita ti vutta'f[l hoti. 「『dosinii』とは， 欠陥(dosa-)の去った〔夜の意味〕であ
る。 暗雲， 煙， 雲， 塵， 蝕などという， これらの妨害と完全に離れた〔夜〕と言わ
れた〔ことに〕なる。」
⑳ Th-a II 129,25 ff. (: ④ Th 306d) 
cando yatha dosinapunnamiiszytt ti, yatha nみma cando abbhamahikみdidosarahito
n'atthi kincanan ti「『cando yatha dosinapuりりamiisiya』とは， つまり月が， 暗雲，
霧をはじめとする欠陥(dosa-)を離れているように，〔彼には〕何もない， と〔い
う意味である〕。」
⑳ Th-a III 156,9ff. (: ⑤ Th 119c)
cando yatha, dosinapu夜zam巫iya ti, vigatadosaya Pu夜zamaya kulesu niccanava­
kaya 加sadikataya candima viya cara ti yojana「『cando yatha dosinapuりり
(76)
パーリ語ju1;ha— の語義について
am瓦::Va』とは， 欠陥(dosa-)の去った満月の夜に， 家々に， 常に新しい澄み切っ
た夜に” 〔という意味であり〕，月のように動け， と繋がる。」
⑫ J a VI 223,26£. (: ⑥ Ja No. 544, g. 19)






ju砂e:: k仰 (kale)の対比をju叫hapakkhe「白半月」：： kttfapakkhe「黒半月」
の意味で説明するものが見られる：
⑬ Nidd-a I 80,Sf. (: ⑮ Nidd I 18) : k吋e juりhe ti addhamiisavasena
「『kafe ju":lhe』というのは， 半月間として 〔言われたと知られるべきである〕。」
⑳ Patis-a I 132,6f. (: ⑯ Pa tis I 30) : kale'ti kafapakkhe. ju":lhe'ti sukkapakkhe 
「『kale』とは黒半月に〔という意味である〕。『ju引he』とは白半月に〔という意味で
ある〕。」(Ee.: kafa0ー はkafa0ー の間違い。Be., Ce., Se. を参照。）
⑮ J a I 165,20£. (: ⑦ J a No. 17) : tattha kiife vii yadi vii juりhe ti k吋apakkhe vii 
ju":lhapakkhe vii「そこにある『kiife vii yadi vii ju":lhe』とは， 黒半月にか， 或いは
白半月にか〔という意味である〕。」
他方， Spでのju乃haー の箇所への記述には， このような明確な説明はない。 し
かし， 文献段階と⑳ の用例から，juりha-「白半月」であったことは間違いない
であろう：
⑳ Sp V 1068,Zf. (: ⑨ Vin I 138) : agame juりhe'ti agame m邸e'ti adhippayo
「『agame ju1Jhe』というのは， 来るべき月に， という意図である。」
⑰ Sp V 1079,31£. (: ⑩ Vin I 176,16 ： agame ;unhe komudzya catum巫znzyaへ
のCommentary): agame juりhe'ti ya叩sandhaya agame juりhe pavareyy面ma'ti
iiattim thapesum, tasmim⑱ :game junhe「『⑱:game junhe』とは，それに関して『agame




確立させた，当の ageme ju乃he である。」
⑳ Sp VII 1325,27£. (: ⑬ Vin V 120) は，⑬ に主語を加えた注釈であり，同様
に k叫a-:: ju引haー の対比が見られる。
⑳ Sp VI 1227,17£.: 西afhajuりhapancamitoPa!fhiiya 「ア ー サ ー ダ月の白半月の第
五夜より以降に」
更に，Vismにju乃ha-「白半月」：： kafa-「黒半月」 の用例が見られる：
Vism 533,lf. : kafe pavattarupa甲ju抄呵i appatva, juりhe pavatta呵pa甲呵呵
appatva tatth'eva niruddha1:'l 「黒半月に発生した物理的現象は白半月に至らずに，
白半月に発生した物理的現象は黒半月に至らずに，他ならずそこ（その半月）で，滅
する。」
3.3.2. 人物名： Ju叫加とKafa,Kala 
ju砂加とK叩， Kalaという対をなす名前の二名がSv II 654£. とDh-a III 
186ff. に登場する (MALALASEKERA, Dictionary of Pali Proper Names vol. 
I, p. 571£. kafa, 及びp. 960 ju叫haの項を参照）。この名はJa No.17 Malutajata­
kaの現在物語（⑰)にも見られた。
Jul)-hajatakaはJu叫加のみが登場し，g. l (⑫） にvocativeの用例が見られ
たが，Commnetaryではlocative sg. ju叫加mhiととっている：
⑳ Ja IV 97,12£. (: ⑫） 
tattha ju1::hamhiti maharaja tayi ju1::hamhi aharri eken'atthena idhiinupatto, na
nikkiiranii idhagato'mhiti dipeti 「ここにある『 ju1::hamhi』とは，『大王よ，その
白半月応ゎたしは一つの目的を以ってここに赴いた。理由なくここに来ているの
ではない。』と明示している。」





⑪ J a VI 221,26ff. (⑪ Ja No. 544 g. 4へのVeyy.)
komuda. 加'ti komudf a. ガa, juりhan ti nissayabh砕ta甲canadama'J'J,rjalattz abbhug­





4. ま と め
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Pa. ju乃ha — はjy6tsnかのVrddhi派生形jyautsna ー のパ ー リ語形と考えられ
る。このVrdclhi派生形はPa. と Oind. とで異なる用法を示す。Oind.jyautsna­
は男性名詞としてtamisra ー を対語にもち「白半月」：：「黒半月」 の意味で一部
のSrSu, GrSuで用いられる。 この対比はVeda散文でのjy6tsnil―「月夜（おそ
らく特に満月の夜）」：：t⑪ misriか「闇夜（おそらく特に新月の夜）」と一致する。
Pa.ju砂ha ー は中性形であらわれ， K叶a- c本来「黒い」）と対比される。juりha-::
k成a- 「月夜の時」 ：：「闇夜の時」 であるが，Vin Iでは 「望の日」：：「朔の日」
として用いられている。nt. の語形は背景にahar nt. (m. もある） があるものと
考えられる。 後の用例ではju乃ha-「白半月」：： K侃a- (kala-)「黒半月」の意味
で用いられたと思われるが， 前者の意味でとることも可能であり， 確定できな
ぃ。 パー リ語文献におけるju叫ha-「白半月」の用例は明らかに後に成立したも
のであり， ヴェ ー ダ文献でのス ー トラの一部に見られる用法との関係が推察さ
れる。
Pali の注釈文献では， 専らjuりha-:: kttfa-(kala-)「白半月」：：「黒半月」の
意味で用いられている。ju叫ha- 「白半月」 の語義は，ju叫辺ya rattiya の解釈に
も持ち込まれている。 dosintt— への注釈は dosa-「欠陥」からの説明がなされて
(79)
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いる。ju7:J砂に は「月光， 月明かり」と いう新しい意味での用例 が見られ， こ
の 意味はEpic, Classic, Pura1:a での jyotsna-, Pk. jo叫成—, dosi加a-「月光， 月
明かり」 と対応する。
jyotsna — に由来する語は， インドとその周辺地域の現代語に「月」あるいは
「月光， 月明かり」の意味で残っている。 TURNER, R.L. のA Comparative 
Dictionary of Indo-Aryan Languages によると，zun f. 「月明かり」(Kasmiri),
孤sun, yun など「月」(Dardic), josan, fun, ju初など(West Pahari), 加n,
加ni「月， 月明かり」(Kumauni), jun「月」(Nepali), zon, zon厄「月」 zon威
「月明かり」(Assamese), jonha f. (Old Hindi), junhaz f「月明かり」(Hindi),
jon「月」(Mara!hi), du仰「月明かり」(Sinhalese) など がある。
最後に派生について言及する。 これまでの研究に も両語の派生経路について
の指摘はあるが18, 用例の検討からは，ju乃扁—, dosina ー はVed. jy6tsna- , 或
いは， その基に 考えられる*dy6tsna-19から直接派生したもの であり，ju叫ha­
は，Ved. jy6tsnかの Vrddhi派生による形容詞： (Sutraに 見られるが意味は異
なる）jyautsna — のパーリ語形と考えるべきである。 この場合，派生経路は以下
のようになる。単純化の ために母音の 0 またはau はその まま表記した 。古い段
階ではay, tty である。
* dy6tsna-1i → * dosna-2) → Pa. dosina- 3 )
(jy6tsnti― → * J 
. 
osna-2) → *josina-3l → Pa. dosina-4l)
jy6tsna- → * J . osna- → *jon加— → Pa. ju乃ha-
jyautsna- → * ;. osna-2) → *jonha- → Pa. ju仙ha-
1) この*dy6tsna ー はjy6tsnかの基になった形とも考えられるが，後者から
（同化・異化の現象が働いて）後に元の 形 に戻ったものとも考えられる。
2) t が， d または且d'v〕によるdissimilati on によって消滅する。
3) svarabhakti
4) j_s の dissimilati onとn によるassimilation
(80)
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Pk. では一般にdya はガaに変化する(PrscHEL, Prakrit Grammar, trans­
lated by JHふrevised Ed., 1981, p. 228)。Pa. ではDental+yにPalatal化が
起きる(GEIGER-NORMAN p. 47, 例にOind. dyotate > Pa. jotatiなど）。 語頭
のdy, jy はjに変化するのが原則と言える。Pa. ではtsnはsnと同様にnhに
変化する(GEIGER-NORMAN p. 51)。Pk. では炉>s が先に起き，snの変化と
してjyotsnかにはjo叫砿とdosiりか との二つの語形がある(FISCHELp. 269)。
dosina ー の形成 は，Palatal化の傾向と 一 致しない。dosina-の形成には，
Dentalの保持あるいはDental化（その場合，起きた時期は決められない）20と，
東部方言にその傾向が強い svarabhaktiの挿入が特徴的である。
ju砂旭— とju砂a ー の形成には， metathesis(sn> nh)に加え， Retroflex化
(n>乃）が見られ ， 中期インド語化のよりすすんだ形を示している。Pa. では一
般にsn>nh (GEIGER-NORMAN p. 41), Pk. ではsn, �n, sn>砂 の変化が起こ
る(FISCHELp. 253)。
くキ ー ワ ー ド〉 jy6tsna-, dosina-, ju乃 h a-, ju砂a-, jyautsna-
i王
1 CPDは，agamaーの項に3) "loc . .....__,e (not now, but) later (opp. idani)"を挙げ，
問題とするVin I p. 138, 34. p. 176,9.16 (: agame juりhe) とp. 176,1 (: agame kale) 
の他，p.177, 2 3.27.30の用例を挙げている： (22ft.:) idみni uposatha甲kareyya (27. 
29 kaガssati) … agame komudiya c叩tumasiniya (24 sa甲gho) pavareyya (28.30 
pavのressati)「今，布薩をすべきだ（／するだろう）。…来るべき季節祭の名月の夜に
（僧団は）自恣をすべきだ （／するだろう）」が挙げられている。PWはagama-adj.
hinzukommend, hinzutretend, erg註nzendの語義を挙げ，Atharvaveda, Athar­
vaveda-Prati§akhya, Kau§ikasutraを典拠としている。Oind.の語義をふまえ「来
るべき」と訳す。
2 Pa. vassa-, Skt. var�aーの原義は「雨， 雨季 」である。vassa泣sa-「雨季の滞在・
定住生活」を省略し，教団の術語としてPa. vassa-「雨期の定住生活」の意味で用
いられる。
3か6tsna—の対語 で あ るt⑪misra-f. 「闇 夜」は，RV以来在証さ れ る。さらに
tamisra-nt. 「闇夜」もEpic以降現れる。
4 付帯状況を表すinstrumentalの用法のうち，この場合は主語の持つ身体的特徴を表
( 81 ) 
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している(cf.VON HIN白BER,Kasussyntax, 1968, p. 113, 23ff .)。 剃髪の時期を， バ
ラモンは 新満月の日としているが， 仏教比丘の場合には不定である（「髪と鑽」阪本
（後藤） 純子 日本仏教学会年報59, 1993, 特に pp. 77-81を参照）。
5 動きの動詞が accusativeと，或いは locativeと用いられることについては，VON
HINUBER, Kasus Syntax, p. 81参照 （動詞は ahi1:,rjati 「歩きまわる」）。GAEDICKE
のAccusativ im Veda, 1880, p. 82には，ManuSmrtiII 185 : sarvaf!'l泣,pi cared 
gri⑪ mam「或いは， 村全体を歩くべきである」 が， 全体を表す accusativeの用法と
して指摘されている。
6 バラモン教では遊行者について次のような規則が見られる： Baudhayana-Dhar­
masutra II 6,11,20 (paガvri嫁jakaー について）： var§ 邸v ekasta� 「雨期には 一箇所に
とどまっている」；Gautama-Dharmasutra III 12 (bhik§u-について）： dhruv巫zlo
var§ ⑮u「雨期には定住の生活習慣をもつ」 など。 ジャイナ教では，Cheya-suttaに
属するKappa-suttaの中の samacariに雨季の定住生活に関する規定がある(SBE
J aina Sutras, part 1, p. 296ft. にJACOBIによる英訳がある）。 仏教教団ではVinaya




7 Pa. vass孔'J}anayika-。-0 upanayika-(upa+ r niから） は， adj. f. 「～に／を導きい
れる，導入する 〔夜〕」 であり，つまり 「雨期の定住生活開始の 〔夜〕」 という意味
である。 puガmika― , pacchimikかとともに事実上「先の／後の雨期の定住生活の開始」
として用いられる。Buddhaghosaは vassupagamana-「雨期の定住生活に入ること」
と説明している。 Cf. upa+r n『から作られた Skt. upanayana-nt. 「入門式」。
8 阪本（後藤）純子，「 Samafifiaphalasutta(沙門果経） とVeda祭式」， 印仏研49巻
2号pp. 958-953 (特に 957-958)より，Karttika月満月はB.C. 5,-.,..,A.D.lc頃には秋
分月の翌月頃であった。 As叫ha月満月はこの四ヶ月前であるから， 丁度夏至月に
あたり， 現在の六月後半前後に当たる。
9 (王，g. 2, tri�tubh, Ja IV 97,18ff.) suりomi tiff加mi, vadehi brahme'yen巫i atthena 
idhanupatto1 kam va tvam attham mayi patthayano'idhagamo brahme tad zngha 
bruhi/ /「私は聞いている。 私は立ち止まっている。 論じろ， バラモンよ。 その目的
を持ってここに君が来ているところの， 何を君が私に目的として望んでいるか，こ
こにやって来た 〔君は 〕， バラモンよ， それを， さあ， 言え。」
10 (バラモン，g. 7, tri�tubh, Ja IV 98,13ff.) gandhのrarajassa puramhi ramme' 
avasimhase, takkasilaya deva, 1 tatth'andhakaramhi timisik砂ya桝af!'lsena af{lSaf!'l 
samaghattayimha/ I「ガンダーラ 王の心地よい都に，タッカシラ ーに，私たちは住ん
でいた， 王よ。 そこで， 暗闇のなかで， 闇の〔夜〕に，肩と肩を私たちはぶつけた。」
11 ,_.,_,VarSrSu I 5,4,5: agn柊omiyaya purvapak§a aindri如gnyaparapak§e「アグニとソ ー
マヘの〔rc〕 を用いて白半月の間に， ィンドラとアグニヘの〔rc〕 を用いて黒半月の
間に」。 この典拠はMSI 5,7: 75,10ft. である : agnisomiyaya purvapaksa upasth乏vo.
( 82 ) 
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'gn裕om砂o vai purvapak�o'parapak�ayaivainam paガdadiity. aindriignyaparapak呼
upastheya. aindragn6 vJ aparapak渋P釦rvapak善yaivaina甲P屈dadati. 「アグニと
ソ ー マヘの〔re〕を用いて，前半月（白半月）の間は，〔祭火 が〕 崇められるべきで




ApSrSu VI 16,5 : agnisoniiv zmam su ma ztz saptamyii purva a se aindriignyii p k. I 
saptamyaparapakse/「『アグニとソ ー マよ，私の， この〔呼びかけ〕を， よく 〔聞け〕
…』という〔団(TS II 3,14,i)を，前半月には， 七番目〔のre〕 として用いて，
後半月には，インドラとアグニヘの 〔r叫(TS I 5,5,e)を七番目〔のre〕 として用
いて 〔Ahavaniya 祭火を崇拝する〕 」。
12 ここでのupa+rstha はAhavaniya 祭火を崇拝するという意味の術語である(Ap-
SrSu VI 16.2を参照）。
13 Soma の圧搾は朝から始まるのでpaiicamyiim は「第五日目に」を 意味するものと思
われる。locativeを「第五夜の後で」ととることも可能であり，一日が夜から始まる
カレンダー であれば， 同じ内容を 意味することになる。
14 KOHL, J.F., Die Suryaprajfiapti. Versuch einer Textgeschichte, Stuttgart, 1937 
による。
15 Jaina-Agama-Series No. 17, Bombay, 1989 による。
16 続くg. 112 にkafa- 「黒半月」の語が 見られる。 なお，Suガyapa夜zatti では，g. 26 に
sukkapakkha ー とkiila ー とが半月 間の意味で用いられている。
17 pasadikata ー には「布施の多い」 の意味が掛けられている可能性がある。 なお，nic ­
canavaka ー の語はSN II 197, 27ff. にも 見られ， そこでも比丘が月へ誓えられてい
る： candupamii bhikkhave kulani upasa甲kamatha I I apakasseva kiiyam apakassa 
citta甲 niccanavakii kulesu appagabbha I I「比丘たちよ， 月に讐えられる 〔君たち
は〕 家々を訪ねる，身体を切り離して，心を切り離して，家々 において，常に新し
い（新参の）厚かましくない 者として。」（同様の文が以下三回繰り返される）。
18 GEIGERは"juり屈(with retroflexion, for *junhii, as also Pkt. jo;;t屈）'moon­
light'= Skt. jyotsnii … dosina 'clear'(beside ju;;tha) through * dossna, * dosna, 
perhaps < * dyautsna = Skt. jyautsna"と説明している(p. 51)。N ORMANは， この
語をPalatal化が起きなかった例として，dosina (< * dyotsn釦cf. Skt. jyotsnii)と，
指摘している ("The pratyeka-Buddha in Buddhism and Jainism", 1983=Col­
lected Papers II, 1991, p. 237)。SCHWARZSCHILDはdosinかを;yotsnか'moonlight'
とdo�か'night' との混成語と説明し("Some'unusual'sound-changes in Prakrit", 
JAOS, 1972, pp. 100-104, 特にp. lOlf.), VON HIN訂BERも同様の見解を示している
(Das 且ltere Mittelindisch im Uberblick. 2., erweiterte Auflage, 2001, p. 149)。
19 V ed. jy6tsnか がおそら< *dy6tsnふから導かれることについては，GOTO, T., Die 
,,I. Pr且sensklasse" im Vedischen, Wien, 1987, p. 177 (n. 299) にHOFFMANNの見
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20 
解として説明されている。
20 Palatalの代わりにDentalが現われる場合があることは， GEIGER-NORMAN p. 55 
(§63.3)とPrscHEL p. 184とに指摘され， 両者ともこ の語を例として挙げている。
Dental+yに由来すると想定される PalatalのかわりにDentalが現われるとの指
摘もある (GEIGER-NORMAN p. 55の§63.4 )。Cf. 注18。
On the meaning of Pali ju?Zha­
Yumi Fujimoto 
Pa. jut ha-(f.) is well known descendant of the Oldlndic noun jyotsnii-. However, the 
Pali word juりha- is not noted in the dictionaries, although several translations and 
interpretations assume it properly. In this paper, basing on a comprehensive investiga­
tion into Pali and Vedic literature, I have tried to point out two meanings of Pa. jur;ha-. 
Derived from Oind. jy6tsnii-'a moonlit night, (especially) a full moon night', attested 
in Vedic prose, Pa. juりha- means in the Pali Canon'a moonlit night'. Pali commentaries 
use it, however, in the meaning of'moonlight'. In this very sense, Oind. jyotsnii- appears 
in the Epics, Classical literature, and the Pur平s. There is also the form dosinか
'moonlit night' in Pali. 
On the other hand, Pa. ju引ha- is derived from ;yautsna-, a Vrddhi formation of 
jy6tsnii-, with a different gender and meaning. Both words are used in a pair with their 
respective antonyms. 
juりha- as a neuter and found exclusively in the Pali Canon, means'a (day of) moonlit 
night, the day of the full moon':: kiifa-'a (day of) dark night, the day of the new moon'. 
Later on, mainly in the Pali commentaries, we can observe the opposition jut ha- (m.) 
'bright fortnight':: kiifa-/ kiila-'dark fortnight'. Either sense is assumable also in some 
cases in the Pali Canon. 
The use of the wordかautsna- (m.) is limited only in the special cases in the 
Srautasutras and Grhyasutras and means'a bright fortnight', it is contrasted to tiimisra­
'a dark fortnight'. The opposition jy6tsnii-'moonlit night': : tamisrii-'dark night' can be 
observed in Vedic prose. To settle the semantic difference between Pa. jur;ha- (nt.) and 
Olnd. jyautsna- (m.), it is supposed that the notion of ahar (nt.) 'day' lies at the 
background of the former and respectively pak�a- (m.)'fortnight' at that of the latter. 
The phonological developments of Pa. juりha-, dosinii-, jur;ha- from Oind. jy6tsnii-/ 
* dyaytsnii- are also discussed.
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